
 

 

 

 

 

「コッコデショ」そして「ジョン万」～講話と本のプレゼント～ 

長崎中学校では、２、３年生の総合的な学習の時間に、２年

に一度、太鼓山～コッコデショ～に挑戦しています。山﨑猛さ

んを中心とする樺島町のコッコデショに関わる皆様に例年ご指

導をいただいており、取組のスタートに当たり、5/25(月)に山

﨑さんから、「太鼓山にかける想い」と題した講話をいただき

ました。 

 講話では、「自分」を知り、「自覚」をもって練習し、「自

信」を築き、最後は「覚悟」をもって演じて欲しいという趣旨

のお話をいただきました。太鼓山の総指揮者として練習をまと

めあげてきた経験に基づき、人生の大先輩として、未来を担う

子どもたちたちのために力を尽くしたいという想いが伝わるお

話でした。お礼の言葉では、その山﨑さんの想いに、小野生徒

会長が、練習に取り組む覚悟を「よろしくお願いします」と大

声で叫んで応えました。「想い」に対して「想い」で応えるやり

取りに、大変嬉しくなりました。 

 5/28(木)には、「子どもたちにこの本を届けたい」という想

いを抱いた立山在住の井村啓造さんから、本を寄贈していただ

きました。本のタイトルは「ジョン万次郎漂流記」。二年後の

ＮＨＫ大河ドラマの主人公となるジョン万こと中浜万次郎の波

乱万丈の生涯を描いたものです。江戸時代末、高知の漁師中浜

万次郎は、14歳の時、漂流して無人島で苦難の日々を送りま

す。幸いにもアメリカの船に救助された後、ジョン万はアメリ

カに渡り、英語や様々な学問を学んだ後に日本に帰国し、通訳

や教育者として明治時代にかけて活躍します。帰国した際、

様々な取り調べを長崎奉行所で受けたのですが、長崎滞在中に

は数度にわたり金毘羅山にお参りした記録が残っています。

「れきぶん」から「こんぴらさん」へ。つまり、ジョン万は、

多くの長中生が歩いている通学路を歩いていたということにな

ります。ジョン万は、あの坂本龍馬にも影響を与えたとも言わ

れる人物。贈呈式では、井村さんから「自分が中学生の時に読

んで心動かされたジョン万の本を、長中生にぜひ読んでほし

い」という想いを語っていただきました。 

「コッコデショ」そして「ジョン万」。地域の方々からの長中生へのありがたい想いをあらため

て実感した５月最後の週でした。 
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「想い」は人を動かします。 


